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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成29年４月28日に提出いたしました当社の第39期（自　平成28年２月１日　至　平成29年１月31日）の有価証券

報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提

出するものであります。

 
２ 【訂正事項】

　第一部　企業情報

　　第２　事業の状況

　　　４　事業等のリスク

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

  第一部 【企業情報】

    第２ 【事業の状況】

      ４ 【事業等のリスク】

 

（訂正前）

(4) 法的規制等について

（省略）

当社グループでは、国内外の法令等の遵守並びに運用状況・改訂動向に関する情報収集に努めており、当社にお

きましてはISO14001環境マネジメントシステムにより、周辺環境への配慮を行っておりますが、現在又は将来の法

律及び諸規制を遵守できなかった場合には、当社グループが債務を負ったり、免許・届出・認可等の取り消しや一

定期間の停止を含む罰則の適用を受けたり、事業の中断を含む公的命令を受けたり、その後の事業の継続に障害と

なる信用の低下を被ったりすること等により、当社グループの財政状態及び経営成績に影響を与える可能性があり

ます。

また、将来において法的規制の強化等がなされ、その対応のための生産コスト等が増大した場合には、当社グ

ループの財政状態及び経営成績に影響を与える可能性があります。
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（訂正後）

(4) 法的規制等について

（省略）

当社グループでは、国内外の法令等の遵守並びに運用状況・改訂動向に関する情報収集に努めており、また、当

社におきましてはISO14001環境マネジメントシステムにより、周辺環境への配慮を行っていることで、現在のとこ

ろ主要な事業活動の前提となる事項についてその継続に支障を来す要因は発生しておりませんが、現在又は将来の

法律及び諸規制を遵守できなかった場合には、当社グループが債務を負ったり、免許・届出・認可等の取り消しや

一定期間の停止を含む罰則の適用を受けたり、事業の中断を含む公的命令を受けたり、その後の事業の継続に障害

となる信用の低下を被ったりすること等により、当社グループの財政状態及び経営成績に影響を与える可能性があ

ります。

（主な許認可の状況）

許認可等の名称 有効期限 規制法令
法令違反の要件及び

主な許認可取消事由

危険物設備の設置許可
(製造所及び貯蔵所)

なし 消防法

許可なく製造所、貯蔵所又
は取扱所の位置、構造又は
設備を変更した場合、定め
る技術上の基準を満たして
いない場合等には、製造
所、貯蔵所または取扱所の
許可を取り消し、または期
間を定めて、その使用を停
止させられる。
(消防法第12条第２項)

毒物劇物一般販売業登録 平成33年12月20日

毒物及び劇物取締法

登録業者が、その有する設
備を法令に定める基準に適
合させるために監督官庁等
から命じられた措置を取ら
ない場合や、規制法令に違
反した場合等には、毒物ま
たは劇物の販売業、製造
業、輸入業の登録を取り消
し、または期間を定めて、
業務の全部若しくは一部を
停止させられる。
(毒物及び劇物取締法第19条)

毒物劇物製造業登録 平成31年12月20日

毒物劇物輸入業登録 平成32年７月９日

 

また、将来において法的規制の強化等がなされ、その対応のための生産コスト等が増大した場合には、当社グ

ループの財政状態及び経営成績に影響を与える可能性があります。

 

EDINET提出書類

株式会社　トリケミカル研究所(E02490)

訂正有価証券報告書

3/3


	表紙
	本文
	１有価証券報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第２事業の状況


	４事業等のリスク

